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現
地
で
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
５
回
に

わ
た
り
事
前
研
修
会
を
開
催
。
７
月
26
日

（
火
）に
は
、
出
発
結
団
式
を
行
い
、
派
遣

生
徒
た
ち
が
抱
負
を
述
べ
、
市
長
か
ら
激

励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

約
10
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
の
後
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
空
港
に
到
着
し
、
佐
藤
芳
江
南
加
栃

木
県
人
会
長
（
黒
羽
出
身
）と
神
村
あ
や

日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
会
長
に

出
迎
え
ら
れ
、
活
動
拠
点
と
な
る
日
系
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
向
か
い
ま
し

た
。

　

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
カ
リ

ン
・
ア
ー
ム
ブ
ラ
ス
ト
議
員
を
は
じ
め
ウ

エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
関
係
者
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
関
係
者
、
７
組
の
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
な
ど
の
皆
さ
ま
に
よ
る
盛
大
な

歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

○
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
役
所
表
敬
訪
問

○
ビ
ッ
グ
リ
ー
グ
ド
リ
ー
ム
ス
見
学

　

ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
役
所
へ
の
表
敬
訪

問
を
行
い
、
議
場
の
見
学
を
し
な
が
ら
市

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
隣
接
す
る
警
察
署
や
近
く
の
消

防
署
で
体
験
を
含
め
案
内
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
市
内
に
あ
る
各
種
ス
ポ
ー

ツ
が
体
験
で
き
る
ビ
ッ
グ
リ
ー
グ
ド
リ
ー

ム
ス
を
見
学
し
ま
し
た
。

○
ベ
ニ
ス
ビ
ー
チ
見
学

○
大
リ
ー
グ
観
戦（
エ
ン
ゼ
ル
ス
対
マ
リ

　

ナ
ー
ズ
）

　

日
中
は
ベ
ニ
ス
ビ
ー
チ
を
訪
れ
ま
し

た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
空
気
を
感
じ
な

が
ら
、
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ス
ト
リ

ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
触
れ
つ
つ
見
学
し

ま
し
た
。

　

夜
は
エ
ン
ゼ
ル
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
で
野
球

を
観
戦
し
、
日
本
人
選
手
の
活
躍
な
ど
を

目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、
観
客
と
し
て

ス
タ
ジ
ア
ム
の
一
体
感
を
味
わ
い
ま
し

た
。

○
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
自
由
行
動

　

派
遣
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
ビ
ー
チ

へ
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

○
ナ
ッ
ツ
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
見
学

　

ア
メ
リ
カ
西
部
開
拓
時
代
の
歴
史
を
学

べ
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
、
終
日
楽
し
み
な

が
ら
歴
史
と
文
化
を
学
習
し
ま
し
た
。

○
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ

　

ー
見
学

○
リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ
ー
、
オ
ル
ベ
ラ
ス
ト

　

リ
ー
ト
見
学

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
技
術
を
遊
具

や
ゲ
ー
ム
で
体
験
し
な
が
ら
学
び
ま
し

た
。
そ
の
後
、
リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ
ー
で
日

本
人
街
を
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
発
祥
の
地
と

さ
れ
る
オ
ル
ベ
ラ
ス
ト
リ
ー
ト
を
そ
れ
ぞ

れ
見
学
し
、
日
系
人
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の

歴
史
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

■ 

現
地
で
の
活
動

　﹇
４
・
５
日
目
、６
日（
土
）・
７
日（
日
）﹈

■ 

出
発
ま
で
の
事
前
研
修

■ 

現
地
で
の
活
動

　﹇
１
日
目
、
３
日（
水
）﹈

■ 

現
地
で
の
活
動

　﹇
２
日
目
、
４
日（
木
）﹈

■ 

現
地
で
の
活
動

　﹇
３
日
目
、
５
日（
金
）﹈

〜
第
９
回
大
田
原
市
中
学
生
交
流
事
業
報
告
〜

姉
妹
都
市
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
と
の
交
流
事
業

姉
妹
都
市
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
と
の
交
流
事
業

■ 

現
地
で
の
活
動

　﹇
６
日
目
、
８
日（
月
）﹈

■ 

現
地
で
の
活
動

　﹇
７
日
目
、
９
日（
火
）﹈

派遣された 12 名の生徒の皆さんと関係者

ウエストコビナ市役所表敬訪問の際、
議場で市の概要について説明を聴く生
徒の皆さん

ウエストコビナ市

　
　

市
内
の
中
学
３
年
生
12
名
を
姉
妹
都
市（
※
）で
あ
る
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市

（
ア
メ
リ
カ
）へ
派
遣
す
る「
第
９
回
大
田
原
市
中
学
生
交
流
事
業
」を
、
去
る
８

月
３
日（
水
）か
ら
12
日（
金
）ま
で
の
10
日
間
の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
国
際
性
豊
か
な
人
材
の
育
成

を
図
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
・
文
化
・
生
活
習
慣
な
ど
体
験
を
通
し
て
研
修

す
る
こ
と
に
よ
り
、
理
解
を
深
め
、
異
文
化
と
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
自
然
と
文
化
を
尊
重
し
、
郷
土
や
社
会
に
貢

献
し
得
る
実
践
力
と
創
造
性
に
富
む
人
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
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○
オ
ー
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
見
学

○
ハ
リ
ウ
ッ
ド
見
学

○
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ

　

西
部
開
拓
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
歴

史
を
学
べ
る
オ
ー
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
、
当
時
を
物
語
る
展
示
物
を
鑑
賞
し
、

砂
金
採
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
映
画
で
有

名
な
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
街
も
見
学
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
本

事
業
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
佐
藤
了
氏

（
黒
羽
出
身
）の
料
理
を
い
た
だ
き
な
が
ら

の
歓
談
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
対
し
英
語
で
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
、

出
発
前
に
練
習

し
た
ダ
ン
ス
や

日
本
舞
踊
を
披

露
し
、
参
加
者

全
体
で
与
一
音

頭
も
踊
り
ま
し

た
。

　

生
徒
た
ち
は
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
や
関
係
者
に
別
れ
を
告
げ
、

８
月
11
日
（
木
）ア
メ
リ
カ
を
離
れ
、
８

月
12
日
（
金
）に
数
多
く
の
思
い
出
と
と

も
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

９
月
16
日
（
金
）に
行
わ
れ
た
帰
国
報

告
会
で
、
派
遣
生
徒
た
ち
は
現
地
で
体
験

し
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
市
長
を

は
じ
め
各
中
学
校
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
経
験
に
よ
り
、
生
徒

た
ち
に
は
感
謝
の
気
持
ち
が
培
わ
れ
、
こ

れ
か
ら
の
考
え
方
や
活
動
、
将
来
の
進
路

に
よ
い
刺
激
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
体
験
を
学
校
や
地
域
に
還
元

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
今
後
も
こ
の
事
業
を
継
続
し
、

次
代
を
担
う
青
少
年
を
育
成
す
る
と
と
も

に
、
本
市
と
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
と
の
友

好
親
善
交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

　

今
年
も
、
産
業
文
化
祭
で
「
菊
花
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
市
の
花「
菊
」を
栽
培
し
、

菊
花
展
に
展
示
発
表
す
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

●
展
示
期
間

　

10
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

※
大
田
原
市
産
業
文
化
祭
開
催
期
間

●
応
募
期
限　

10
月
15
日（
土
）

●
応
募
方
法
　
詳
し
く
は
大
田
原
市
菊
花

　

展
実
行
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
菊
花
展
実
行
委
員
会

　

会
長　

小
林　

政
男

　
　
　
（
２
８
）１
４
１
６

　

地
震
に
よ
り
住
宅
に
著
し
い
被
害
を
受

け
た
「
世
帯
」に
対
し
、
生
活
を
再
建
す

る
た
め
に
支
援
金
の
給
付
を
行
う
制
度
が

あ
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る「
被
災
世
帯
」

１ 

住
宅
が
全
壊
し
た「
世
帯
」

２ 

住
宅
が
半
壊
し
、
や
む
を
得
ず
解
体
し

　

 
た
「
世
帯
」ま
た
は
住
宅
の
敷
地
に
被

　

 
害
が
生
じ
、
そ
の
住
宅
を
や
む
を
得
ず

　

 

解
体
し
た「
世
帯
」

３ 

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
災
害

　

 

に
よ
る
危
険
な
状
態
が
継
続
し
、
住
宅

　

 

に
居
住
不
能
な
状
態
が
長
期
間
継
続
し

　

 

て
い
る「
世
帯
」

４ 

住
宅
が
大
規
模
半
壊
し
た「
世
帯
」

●
支
援
金
の
支
給
額

　

支
給
額
は
、
次
の
二
つ
の
支
援
金
の
合

　

計
額
と
な
り
ま
す
。

① 

住
宅
の
被
害
程
度
に
応
じ
て
支
給
す
る

　

 

支
援
金（
基
礎
支
援
金
）

② 

住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
て
支
給
す
る

　

 

支
援
金（
加
算
支
援
金
）

●
申
請
期
間

① 

基
礎
支
援
金　

災
害
発
生
か
ら
13
月
以

　

 

内（
平
成
24
年
４
月
10
日
ま
で
）

② 

加
算
支
援
金　

災
害
発
生
か
ら
37
月
以

　

 

内（
平
成
26
年
４
月
10
日
ま
で
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
１

地
震
に
よ
り
住
宅
に
被
害
を

受
け
た
方
へ

■ 
現
地
で
の
活
動

　﹇
８
日
目
、
10
日（
水
）﹈

■ 

帰
国
後
１
カ
月
が
経
ち

■ 

現
地
で
の
活
動

　﹇
９
・
10
日
目
、11
日（
木
）・
12
日（
金
）﹈

オートリーミュージアムで
砂金採りに挑戦

対象被災世帯 基礎支援金

※ 世帯人数が１人の場合は、各該当欄の金額の３/４の額
　（例）「大規模半壊」で「補修」の場合
　　（基礎）37 万５千円+（加算）75 万円 =（合計）112 万５千円

建設・購入
補修
賃借

建設・購入
補修
賃借

２００万円
１００万円
５０万円
２００万円
１００万円
５０万円

加算支援金 合計

３００万円
２００万円
１５０万円
２５０万円
１５０万円
１００万円

　
１００万円

５０万円

　
住宅が全壊
（１，２，３の場合）

　
住宅が大規模
半壊
（４の場合）

【 支援金の支給額 】

大
田
原
市
菊
花
展
出
品
者

募
集

　　　＊＊＊ 姉妹都市「ウエストコビナ市」 ＊＊＊
位　置：アメリカ合衆国カリフォルニア州ロサンゼルス郡
　　　　（ロザンゼルス市から東へ約30km）
時　差：マイナス17時間（夏時間ではマイナス16時間）
気　温：夏の最高気温は28℃前後、冬の最低気温は10℃前後
　　　　年間平均気温は23℃前後
降雨量：年間300～350mm（冬が雨季で、夏が乾季）
誕　生：1923年／面積：約44.03k㎡
人　口：約106,100人／公立学校：小中学校17校、高校３校
市の予算：約＄85.2million（約65億円）
市の花：ムラサキクンシラン（Lily of the Nile）
市の木：トベラ（Diamond Leaf Pittosporum）
ホームページ：http://www.westcovina.org/

さ
と
う
　
り
ょ
う
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